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本稿は明治二十年代前半に発行された『東
しののめ
雲新聞』から大阪の在
野儒学者山本梅崖と藤沢南岳との講演等に関する記事、および彼らが活躍した漢詩文欄の情報を抽出したものである。　『東雲新聞』は、明治二一年（一八八八）一月十五日、寺田寛や戸田猛馬ら高知出身で大阪在住の自由党系の人々が中心に創刊した日刊新聞であ
る
）（
（
。中江兆民を主筆に迎え、記者に栗原亮一、江口三省、
植木枝盛、宮崎富要らを擁し、 「自主 の通義に因り尊王愛国の精神を発揚する」 （第一号「社告」 ）と謳う民権派の新聞であった。　
日本初の全国的政治結社の愛国社が明治八年に大阪で結成されて
以降、大阪は民権派の一大拠点であった。十四年（一八八一） は、自由党の別働部隊の役割をもつ日本立憲政党が大阪に結成され、十五年一月一日には日本初の政党機関紙『日本立憲政党新聞』が発刊された
）（
（
。しかし、政府の言論統制の強化、過激手段に訴える激化事
件の頻発を背景に、十六年三月に立憲政党が、十七年十月には自由党がそれぞれ解党に追い込まれた。政党 後ろ盾を失い、幾度もの発行停止や他紙の攻勢で経営不振に陥った『日本立憲政党新聞』は、十八年七月廃刊となり、大阪から政論新聞が消えることとなった。　
十九年（一八八六）十月、星亨・中江兆民は大同団結を唱えて政
党の再組織化を図り、翌年 月には後藤象二郎が大同 糾合し「丁亥倶楽部」結成した。これに対し政府 保安条令を発布、東京追放
となった星・兆民らは大阪に身を寄せた。こうして兆民を主筆に迎え新た 民権派の政論新聞として発刊されたのが 『東雲新聞』 である。　『東雲新聞』の最大の魅力は兆民の文章と個性であった。兆民はその思想と政治理論とを新聞に注ぎ込んだ。また同新聞が読者の支持を得たのは、大阪臨時重罪裁判所で連日開かれた大阪事件 公判を随時報じ ことにもよる。これは大井憲太郎ら国事犯被告に対する民衆の共感を呼び、その政治意識を高める役割を果たした　ところが大同団結を推進した後藤が、二十二年（一八八九）三月、
突如入閣して混乱が生じる 、後藤に代わって運動の中心となっのが、憲法発布の恩赦で出獄した河野広中や大井らであった。二人は活動組織や方針を巡り対立、河野は 同倶楽部 、 は大同協和会（二十三年一月に自由党再興）を組織し 。これを受けて四月、大阪に大同倶楽部系の 曜会、大同協和会系の大阪苦楽府が結成された
）（
（
。大阪苦楽府の常議員には東雲新聞社から寺田・戸田・栗原の
三名が加わり、同新聞は大阪苦楽府 機関紙 役割を果たした。　
同年十二月、板垣退助が広中と大井との合同を図ったが失敗し、
板垣の愛国公党、大井の再興自由党、河野の大同倶楽部 三派鼎立の状態となった。東雲新聞社内でも大井 再興 派（兆民）と板垣 愛国公党派（栗原ら）とに別れ、翌二十三年一月には愛国公党の支持を表明、愛国公党の機関紙 転じた。 二 最盛期に
『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動―山本梅崖・藤沢南岳の講演・漢詩文について―
A
ctivities of C
onfucian scholar out of pow
er appeared in the S
hinonom
e new
spaper
—
 about lecture and C
hinese poetry of Y
am
am
toB
aigai and F
ujisaw
aN
angaku —
矢羽野
　
隆
　
男
T
akao Y
A
H
A
N
O
矢羽野　隆　男
二
は発行部数は朝日に迫ったが、兆民が編集の中心から退いて、二十三年以降は衰退した。そして二十三年七月の第一回総選挙を目前に、愛国公党など三派が連携、総選挙で民権派が議席の過半数を獲得すると、民党の統一機運 生まれ、九月に三派は立憲自由党を結成、更に翌二十四年には自由党（立憲自由党を改称）と立憲改進党とが提携した。こうして、基盤となる政治状況の変化 政治活動費 経営圧迫などから、 『東雲新聞』はついに二十四年十月 十日に休刊、そのまま廃刊となった。　
山本梅崖に目を転じる。梅崖自筆『梅崖先生年譜』 （以下『年譜』 ）
には二十三年の九月から十一月のこととして、東雲新聞社 要請を受け、残務処理ながら主筆を務めたとある。以下 梅崖の政治社会方面の活動および東雲新聞社 の関係を軸にその前半生を概観する。　
梅崖（本名は憲）は、嘉永五年（一八五二）土佐藩家老深尾氏の
家塾名教館（のち郷校）で代々学頭を務める儒者の家に、竹渓の次男として生まれた。土佐藩校致道館に学んだ後、上京して育英義塾で英学・ドイツ学を三年ほど学んだ。七年（一八七四） 、工部省電信技手となり、十年に大阪で松本重太郎、山本鏘二ら自由民権運動の草分け的人物とともに大阪クラブ（前述「大阪苦楽府」とは別組織）を創設し、運動に傾倒していっ 十二年に大阪新報社に入社 十四年から十六年にかけて、岡山の稚
おさなご
児新聞社の主幹、中国日日新聞
社の主筆、福井の北陸自由新聞社の助筆となるが、いずれも言論統制により発行は停止・禁止に遭った。十五年、岡山自由党の中心人物小林樟雄と出会い、自由党の活動に協力を約束した。　
十六年、大阪に戻った梅崖は漢学塾梅清処塾を開いた。儒者とし
て立つ転機であった。十七年五月末、塾経営のかたわら立憲政党新聞社の助筆となったが僅か六日で退社した。こ 頃、自由党 大阪出
張所で政務に従事したが、十月には大阪で自由党解党大会を迎えた。　
十八年六月、親友の小林樟雄から大井憲太郎の「朝鮮改革謀略」
を示され賛同、檄文「告朝鮮自主檄」を執筆した。しかし「謀略」は未然に露見し、十二月、大井・小林の逮捕 続き梅崖も逮捕された。いわゆる「大阪事件」である。前述のとおり『東雲新聞』紙上には事件関連の記事が掲載されたが、梅崖の様子も「山本憲、安東久次郎の二氏は、いよいよ昨二十四日午前九時過ぎ無事 出獄し両氏とも出迎ひの人々百余名と共にその自宅へ帰りたり」 （二十一年九月二十五日）など詳細に報じられた。民衆の共感と関心とが窺える。　
ところで、この出獄当日の『年譜』に、 「在獄ノ時ヨリ出獄後
 聖
教講談ノ會ヲ起サント欲セリ。是ニ至リテ藤澤南岳ト相議シ、大成會ト稱シ、期ヲ定メテ北久太郎町ノ學校ヲ借リ 人ヲ聚メテ講談ス。 」とある。これまで北久宝寺町（現大阪市中央区）の学校を借りて行った いう「聖教講談の会」 （梅崖は儒学・儒教を「聖門之学」 「聖門之教」等と称する）については、大成会 機関紙『弘道新説』に記録がなく
）（
（
、その具体的な内容が未詳であった。今回、本稿に抽出
した「儒教講談会」の記事により具体的な内容が明らかとなった。　
また『年譜』には前掲記事に続き、 「時ニ大阪ニ於テ詩ハ則チ逍遥
游吟社アリ。文ハ則チ不暇懶社アリ。予乃チ參加セリ。 」と見える。「逍遥游吟社」は、十九年十一月に左氏珠山・近藤南州・岡田聿山が創始し、南岳も積極的に関わ 漢詩文の会である
）（
（
。本稿が抽出し
た『東雲新聞』漢詩文欄には逍遥游社の社友が頻出す 。のみならず、左氏珠山「遊妙徳寺同逍遥游社友賦得先韻（評点者：竹渓、秋水、南州、聿山、梅崖） 」 （二十三年三月三〇日
 第六二七号）のよう
に逍遥游社の社友と吟行し、 友が評点者となった もみえる。さらに同社の南岳 泊園書院 近藤南州の猶興書院での詩会 連載す
『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動
三
る。逍遥游社およびその社友の活動記録としても価値がある。　『東雲新聞』における南岳らの漢詩文の掲載は、主筆兆民の方針でもあった。兆民は『東雲新聞』所載「兄弟鬩牆説」 （二十一年十一月三十日
 第二六四号）の自序に「省軒・百川・南岳・三渓の諸先生の
玉屑錦片を得て、以て我が紙面を飾らんと欲し、因りて一計を出し、茲に木桃を奉じて、以て瓊瑶の賜を促し、且つ郢斧を乞ふのみ」 （原文は漢文。以下同 ）と記す。 「木桃」云々は、 『毛詩』衛風「木瓜」の「我に投ずるに木桃を以てす、之に報ゆるに瓊瑶を以てせん」に拠る。兆民は自作を掲げ、海老で鯛を釣る仕方で、省軒ら当代の大家の寄稿を得ようとした。実際、省軒 外はこれに応じ、特に逍遥游社の社友は、梅崖との関係もあっ 多数を寄稿したのである。　
東雲新聞社はこれに対し、二十三年一月十三日夜、堂島の虎亭に
詩人を招き詩会を催した。その時の詩が「虎亭小集」と題して連載されている（第五八五、五八八号） 。南州はその一首で「同
諸友
44
賦
 
分韻得真」と記し、評点者に南岳・梅崖ほか珠山・聿山・竹渓・香草ら逍遥游社社友が並ぶ
）（
（
。詩会に招かれたのは彼ら社友と推察され
る。梅崖は連載の結びに「虎亭小集詩跋」 （第五九六号）を載せ、世人に警醒を促す漢詩文の意義を述べた。それへの評で南岳は 斯の社にして斯の会有り」と記す。風雅を解す 同社への賛辞だが、 「自主自由の通義に因り尊王愛国の精神を発揚する」 の趣旨へ 賛同が前提にあろう 自由民権に対す 南岳の姿勢が窺えて興味深い。　
さて、梅崖の事跡に戻る。梅崖の在獄中、政界は後藤が大同団結
運動を推進し、出獄から間もない二十一年十月十四日、大阪で大同団結大懇親会が開催され、大同団結は勢いづいた この在獄三年程の間の政情変化に、梅崖は不満であった。 『年譜』にいう、 「民間政治思想勃興セルガ如キ狀アリト雖モ、志氣槪ネ柔弱、人皆外飾ヲ事
トシ、甚シキハ則チ政事ヲ借リテ私利ヲ営ミ、復タ政府顚覆又ハ革命ヲ言フ者無 。僅僅三四年間、人心腐敗ノ甚シキニ驚ケリ。 」と。こうして政治よりも教育の重要性を悟り、家塾に専念した。　
ところが、後藤に代わって出獄した広中と大井が運動の中心とな
り、翌二十二年四月 大阪に広中系の月曜会と大井系の大阪倶楽部が成立すると、梅崖は大阪倶楽部に参加、大阪苦楽府に改称すると共に、規則を栗原亮一と起草し、幹事および評議員も務め、積極的に関与した。やがて旧自由党が、板垣・大井・河野の三派に分裂すると、梅崖は板垣・大井の両派に往来し、東雲新聞社主筆となった。　
しかし、二十三年の第一回総選挙を機に民党が統一に動き、翌年
十一月に自由党・改進党が提携するに至り、異質の両党の提携に反対の梅崖は、私利私欲で政 を利用 政治家に失望し、以後、大井の活動には賛同しつつも、 党活動から身を引いたのであった。《凡例》・『東雲新聞』から山本梅崖・藤沢南岳（名に傍線を付す）の「儒教講演会等」 「漢詩文」の情報を抽出し、日付 古い順に配列した。
・『東雲新聞』本文は『復刻
 東雲新聞』全五巻に拠った。 （部落解放
研究所、一九七五～七七年、第五巻は別巻で論考・索引を収める）
・初めに記事掲載の年月日を記し、次いで（
　
）に通号および復刻
版の冊数・頁数を記した。例えば（第一〇〇号
　
①一二三）は、
通号一〇〇号、復刻版第一巻の一二三頁、の意味である。
・
原文は正字体を用いるが、本稿では常用漢字は常用字体を用いた。
・「儒教講演会等」には、会の名称、開催の日時、場所を記し、改行して原文を抄出、あるいは記事や 題、講師を抽出して表示 た。
・「漢詩文」には、先ず「
　
」に詩題を掲げ、次いで詩題の下に（
　
）
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四
で詩型を付し、次いで作者を記した。さらに評点者の姓名・号等を「／評」の下に原文の表記に従って記した。
・詩題に付す割注などの注記は、詩題に紛れない場合、一格空けて
詩題に続けた。必要な場合のみ（原注：
　
）と表示した。
・同作者の詩を続けて掲載する場合、原文に従い、作者を省略し詩
題のみ記した。原文に「同人」とする場合は、原文に従っ
・
同詩 、同作者で複数首の がある 、詩型に続けて「〇首」と付記した。また同詩題、同作者で複数首 詩があり、詩によって評点者が異なる場合、 「評（一）…、 （二）…」と分別し 表示した。
・
同詩題で作者が異なる場合には、各首について（一） （二）……の下に詩型・作者・評点者などを表示した。
・長い詩序などは、関係記事の後ろに※を付して表示した。【儒教講演会等】明治二一年（一八八八）七月一一日（第一四六号
　
②三六頁）
神儒仏三道協会、 「基督教の侵入を防ぐ為め先に本荘宗武、山岡鉄舟翁等の発起したる神儒仏三道協会は賛成者日に月に殖え京都 ては荻野独園師、当大阪にては
藤沢南岳氏等が
卒ママ
先して力を尽し居る由。 」
明治二一年（一八八八）一〇月二五日（第二三五号
　
②四〇四頁）
儒教講談会、一〇月二七日午後七時より、協立学校（東区南
ママ
久宝寺
町二丁目） 、 「振鐸会 主唱者藤沢南岳、日柳政愬、生駒章等の諸氏を始め当地の儒家十余名」 「又今後は毎月第四土曜日の午後七時より同校に於て開会し大いに儒道の拡張を謀るよしなり。 」
明治二二年（一八八九）三月二二日（第三五四号
　
③二九三頁）
儒教講談会、三月二 日午後七時より、協立学校（東区北久宝寺町一丁目） 、藤澤南岳氏「君子泰而不驕」 左氏撞氏「天」 、
山本憲氏
「道徳の本は性情に在り」 、本綱善朗氏「死生命あり富貴天にあり」 、西川鶴林氏「食へども能く味を知る者鮮なし」 。六月二五日（第四三四号
　
③六二五頁）
儒教講談会
　
六月二二日午後七時より、協立学校（東区北久宝寺町
二丁目） 、 「出席せしは、藤沢南岳、黒阪維奠、本綱善朗、山本憲等の諸氏にして 聴衆は椽側より庭前まで充満し頗 盛会 りしと 」七月二六日（第四六一号
　
④九〇頁）
儒教講談会、七月二七日午後八時より、浪華尋常小学校 東区南久太郎町一丁目） 、本綱善朗「開講一週年」 、波越四郎「儒門之教系」 、左氏珠山「求福不回」 、
藤沢南岳
「知所先後則近道矣」 、 （以下講題未
定）黒坂維奠、日柳三舟 近藤元粋、稲垣簡等の諸氏。 「本月十五日は仝会設立の一週年に相当せしを以 同会の人々は孔夫子の祭典をも挙げ盛んなる講談を為す筈なり 処、其の運びに至り兼ねしに付き更に明日の例会を挙行することに決し 後略） 」 「山本憲氏は目下但馬の温泉に病ひを養ひ居りて帰阪六ヶしく 在奈良の生駒章氏差支へありて来阪成り難き、旁々遺憾ながら又其期日を延したりと云ふ。仝会は元来主唱者十余名より成り立ち、毎月一回北久宝寺町二丁目の協立学校に於て講談を開 費用等も主唱者より出金し、更に会員を募集せざりし処、 に月に盛大に趣き入会を望む者も多きにぞ。今度一層拡張する事 決し、既 十数名の入会者あ 。其中には婦人も二三名加わり居 由なり。 」七月二七日（第四六二号
　
④九四頁）
『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動
五
儒教講談会、七月二七日午後七時（前号八時は誤り）より、浪華尋常小学校、 「旅行先より帰阪したる
山本憲氏
も出席して「儒教主義に
因て教育を論ず」と云ふ題にて講談する由。 」一一月二三日（第五二六号
　
④三六九頁）
儒教講談会、一一月二四日午後六時より、協立学校（北久宝寺町）「仝会の本綱善朗、
山本憲、左氏珠山、
藤沢南岳
の四氏は（中略）
講談会を開くよし。 」
明治二三年（一八九〇）一月二五日（第五七五号
　
④五六七頁）
儒教講談会、一月二十六日午後六時より、協立学校本綱善朗「朝聞夕死」 、鎌田衡「一年之計在春」 、
山本憲
「自由開進」 、
左氏珠山「養子難於事親 藤沢南岳「小往大来」等。【漢詩文欄】明治二一年（一八八八）二月一八日（第二五号
　
①一〇四頁）
「咏雪限韻」 七律）宮崎夢柳／評
 兆民
三月一七日（第四九号
　
①二〇二）
「読稗史」 （七絶）夢柳寒士
　
旧稿／「獄中雑詠」 （七絶、二首）／
「題酒楼壁」 （七律）三月二九日（第五八号
　
①二三八）
「閑居偶吟」 七律）夢柳寒士
　
／「酒醒」 （五律）／
「春夜即時」 （七絶）四月七日（第六五号
　
①二六六）
「春窓雨夜有懐松柏寺田君在獄中 六花女史
 富永楽／評
 銭
湖
四月一二日（第六九号） （①二八二
「遊月瀬」 （七律）南湫
 緒方拙斎／評
 西秋谷
「輓五大友厚 ／評
 西秋谷、菊池三渓
四月一三日（第七〇号
　
①二八六）
「暮春感懐」 七律）龍湖漁長
 志賀祐／評
 宮崎夢柳（詩あり）
四月一五日（第七二号
　
①二九三）
「独釣寒江雪探題分韻
 二首
　
節一」 （七絶）五峰樵夫
 折田年秀／評
 
水越耕南、宮崎夢柳
四月一七日（第七三号
　
①二九八）
「題旗亭壁」 七絶）紫瀾
 阪崎斌／評
 宮崎夢柳
「吉野懐古」 （七絶）温斎
 東尾平太郎
 宮崎夢柳
「客舍有懐」 （七絶）夢柳
 宮崎富要／評
 志賀龍湖
四月一八日（第七四号
　
①三〇二）
「失題」 （七絶）紫瀾
 阪崎斌／評
 宮崎夢柳
「題画」 （七絶）不識
 高輪琢磨／評
 亀山節宇、股野達軒
四月一九日（第 五号
　
①三〇六）
「墨陀春遊」 七律）竹秋
 松原一平／評
 宮崎夢柳
「送人之須磨」 （七絶）春帆
 波越四郎／評
 宮崎夢柳
四月二〇日（第七六号
　
①三〇八）
「暮春雑感」 七律二首）夢柳
 宮崎富要／評
 志賀龍湖
四月二一日（第七七号
　
①三一四）
「客中雑感」 七絶）龍湖
 志賀祐／評
 水越耕南、宮崎夢柳
「漫言似志賀龍湖」 （ 絶）耕南
 水越成章／評
 関遂軒、志賀龍湖
四月二四日（第七九号
　
①三二一）
「暮春即時」 七絶）夢柳
 宮崎富要／評
 阪崎紫瀾
「獄中雑詠」 （七絶二首 ／評
 山口毎樹
四月二六日（第八一号
　
①三二九）
矢羽野　隆　男
六
「目占一絶贈志賀龍湖扔用原韻」 （七絶）耕南
 水越成章／評
 吉田古
香
「新雁」 （七律）竹秋
 松原一平／評
 宮崎夢柳
四月二九日（第八四号
　
①三四〇）
「甲州途上口占」 （五絶）龍湖
 志賀祐／評
 宮崎夢柳
「摩耶山僑居作」 五律）／評
 宮崎夢柳
「閑居偶吟歩古沢介堂韻二首
　
節一」 （五律）夢柳
 宮崎富要／評
 志
賀龍湖
「重過水明山媚楼有懐某校書」 （七律）／評
 志賀龍湖
五月一日（第八五号
　
①三四四）
「読夢柳居士所著鬼啾々題巻中蘇比亜 絶二首）紫瀾
 阪崎斌／
評（一）志賀龍湖、 （二）志賀龍湖、宮崎夢柳
「再贈志賀龍湖用前韻二首」 （七絶）耕南
 水越成章／評
 宮崎夢柳
五月三日（第八七号
　
①三五三）
「謁談山廟」 （七律）香草
 松尾耕三／評
 石津灌園
「夜踰五社嶺」 七絶）／評
 石津灌園、宮崎夢柳（自詩を付す）
五月五日（第八九号
　
①三六二）
「蜻蛉瀑」 七排）香艸
 松尾耕三／評
 石津灌園
「遊月瀬」 （七律）榕陰
 岡田玄寿／評
 宮崎夢柳
五月八日（第九一号
　
①三六八）
「題画」 （七絶）愚堂
 江藤亀／評
 依田学海
「少女春繍図」 五絶）／評
 依田学海
五月一〇日（第九三号
　
①三七六）
「哭結城凡鳥」 （七絶、四首）愚堂
　
江藤亀／評
 志賀龍湖
五月一六日（第九八号
　
①三九八）
「花影」 （七律）服部蘇塘／評
 宮崎夢柳
「弔娼白露」 （七律二首）／評
 宮崎夢柳
五月二〇日（第一〇二号
　
①四一二）
「遊天保山」 五律）香艸
 松尾耕三／評
 石津灌園
「携香村榕陰二友遊城西鶴亭酒間得韻
　
余官遊在羽後偶帰浪華詩中
故及） 」 （七律）香国
 土居通予／評
 宮崎夢柳
「落花」 （七律）東洲
 平戸谷蔵／評
 宮崎夢柳
五月二二日（第一〇三号
　
①四一六）
「雑感（五古三首） 艸
 松尾耕三／評
 小野湖山
「漫題」 七絶）夢柳
 宮崎富要／評
 志賀龍湖
五月二三日（第一〇四号
　
①四二一）
「鎮西客中作」 （七絶）龍湖
 志賀祐／評
 宮崎夢柳
「謁藤肥州廟」 （七古）評
 宮崎夢柳
五月二四日（第一〇五号
　
①四二六）
「酔後与山口生歩到十八里灘」 （五古）愚堂
 江藤亀／評
 依田学海
「晩春即事」 （七絶、二首）評
 宮崎夢柳
七月六日（第一四二号
　
②二一）
「倫敦雑吟」 （七律）杉田鶉山「伯
ベルサイユ
爾塞宮」 （七絶）
七月七日（第一四三号
　
②二三）
「将赴羽州有此作」 （七絶）紫瀾漁長
 斌
七月一一日（第一四六号
　
②三五）
「湖閣排悶歩柳陀漁史原韻」 （七律二首 夢柳旧稿／評
 栗本鋤雲
「閑居偶得録以寄在京諸友」 （七律）／評
 菊池九江
一〇月七日（第二二一号
　
②三四三）
「並頭蓮母恩寺中所見同諸友賦」 律）近藤南州／評
 菊池三渓、
戸谷澹斎
『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動
七
「同上」 （七律）山本竹渓／評
 藤沢南岳、戸谷澹斎
一〇月九日（第二二二号
　
②三四七）
「牽牛花」 （七律）近藤南州／評
 岡田聿山、山本竹渓
「同上」 （七律）山本竹渓／評
 近藤南州
「敗蕉」 （七絶）宮崎夢柳／評
 土居香国
一〇月一一日 第二二四号
　
②三五五）
「水楼即事」 （七律）近藤南州／評
 菊池三渓
「秋夜江上所見 絶 江 愚堂
 宮崎夢柳
「過柳北先生墓」 （七律）宮崎夢柳／評
 波越春帆
一〇月一三日（第二二六号
　
②三六五）
「題窩徳禄戦図」 （散文）梅崖清士山本憲／評
 藤沢南岳
一〇月一四日（第二二七号
　
②三七三）
「瓶笙」 （七律）近藤南州／評
 菊池三渓、山本竹渓
「秋日送人 五絶 江 愚堂
 宮崎夢柳
一〇月一七日（第二二九号
　
②三七九）
「墨堤秋游」 （七律 首）宮崎夢柳／評
 波越春帆
「妓人入道」 （ 絶）／評
 波越春帆
一〇月二四日（第二三四号
　
②三九九）
「予有微恙、寓于高橋病院、永夜不眠、無聊殊甚、偶賦五古二篇、
以自遣懷」 （五古二首）江藤愚堂／評
 宮崎夢柳
一〇月二五日（第二三五号
　
②四〇五）
「鉄畊印譜序」 散文）松尾香艸／評
 五十川訒堂、近藤南州
一〇月二六日（第二三六号
　
②四〇七）
「客中重九書感」 （七絶）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
「堺浦霊光院弔箕浦元章以下十一士墓」 七絶二首）／評
 松尾香艸
一〇月二八日（第二三八号
　
②四一五）
「所見」 （五古）松尾香艸／評
 石津灌園、宮崎夢柳
「江楼晩眺分韻」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
一〇月三〇日（第二三九号
　
②四一九）
「読仏国革命史」 （七言古詩）阪崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
「諸葛武侯」江藤愚堂／評
 依田学海
一〇月三一日（第二四〇号
　
②四二三）
「寄懐無形先生」 （七律）阪崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
「秋柳限韻」 （七律）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
一一月三日（第二四三号
　
②四三五）
「贈妓金卿卅首
　
原注
 節二」 （七絶二首）服部攀柳／評
 松村琴荘
「秋夜即事」 （五絶）戸田葆堂／評
 服部攀柳
一一月六日（第二四四号
　
②四四三）
「兵庫常磐園小集酒間似吉田故香」 （七絶）水越畊南
 関遂軒
「偶成」 （七律）／評
 原口南村
「秋艸」 （七律）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
一一月九日（第二四 号
　
②四五五）
「余幼時、資詩語碎金幼学詩韵諸書、学作詩。已長自知非性所長、
棄不復顧。但好讀古人篇什、日夕不釈巻。昨夕与知友傾火酒一樽、詩思突如而来、乃走筆。未知合法否」 （七律）中江兆民／評
 宮崎
夢柳
一一月一五日（第二五二号
　
②四七五）
「観棋説」 （散文）土屋鳳洲／評
 南摩羽峰、近藤南州、橋本晩翠、
陳曼寿、葉松石
一一月一六日（第二五三号
　
②四七九）
「次蘇塘原韻以叙別 七律 石川楊城
 服部攀柳
「早起」 （五古）江藤愚堂／評
 宮崎夢柳
矢羽野　隆　男
八
「戯代妓金卿贈攀柳情史次其贈金卿韻十二首
　
原注
 節一」松村琴
荘／評
 服部攀柳
一一月二〇日（第二五六号
　
②四九一）
「寝屋川夜帰」 （七絶）松尾香艸／評
 石津灌園、藤沢南岳、小原竹
香、宮崎夢柳
「展先考墓」 （七絶、二首）／評
 石津灌園、藤沢南岳、小原竹香、
宮崎夢柳
一一月二一日（第二五七号
　
②四九五）
「水中梅影五首
　
節二」 （七律二首）園田不時宜／評（一）依田学海
　
（二）依田学海、江藤愚堂「兆民中江老兄見似近作乃和其韻却贈
 毎句有註今略之」 （七律）宮
崎夢柳／評
 松尾香艸、中江兆民
一一月二五日（第二六〇号
　
②五〇七）
「秋夜枕上偶作」 （七律）松尾香艸／評
 宮崎夢柳
「出郭」 （七律）／評
 宮崎夢柳
「箕面山看楓帰途口占」／評
 宮崎夢柳
一一月二八日（第二六 号
　
②五一五）
「同村田梅村佐竹琴村赴芳心亭詩会席上分韻賦」 （七律）服部攀柳／
評
 宮崎夢柳
「波越春帆来訪乃同飲于橋北美人楼酒間分韻得蕭」 （七律）宮崎夢柳
／評
 松尾香艸
一一月三〇日（第二六四号
　
②五二三）
「兄弟鬩牆説
　
係六七年前旧製今後所載皆然」 （散文）兆民生
　
※
 詩序「欲得省軒百川南岳三渓諸先生玉屑錦片、以飾我紙面、因出一計、茲奉木桃、以促瓊瑶之賜、且乞郢斧云爾」 。
一二月五日（第二六八号
　
②五三九）
「訪黄鳥塚」 （七絶）松尾香艸／評
 石津灌園
「将自河内帰浪華暁過大和川口占」 （七絶）／評
 日柳三舟
「牛瀑山二首」 （雑古） ・評
 石津灌園、藤沢南岳
一二月八日（第二七一号
　
②五五一）
「遊茅海記」 散文）松尾香艸／評
 菊池三渓、石津灌園、土屋鳳洲、
佐伯五州
一二月九日（第二七二号
　
②五五五）
「過清川駅有感弔八郎」 （七絶）坂崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
「秋日上越中双鬟山」 （五絶）江藤愚堂／評
 依田学海
「遊茅海作」 （七律）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
一二月一一日（第 三号
　
②五五九）
「書感」 （七律）松尾香艸／評
 宮崎夢柳
「山良子明寄詩次韻却似」 （七律）／評
 宮崎夢柳
「贈伊藤長次郎君」 （七絶）水越耕南／評
 竹末梧軒
一二月一三日（第 七五号
　
②五六七）
「松尾子深寄書感詩乃歩其韻二首」 （七絶）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
「浪華客舍一夕不寐賦此遣懐」 （七律） 宮崎夢柳）／評
 中江兆民
一二月一九日（第二八〇号
　
②五八七）
「故衫」 （七律）小原竹香／評
 宮崎夢柳
「寄兆民中井君在浪華」 （七律）上床熙載／評
 宮崎夢柳
「過古戦場」 （五律）江藤愚堂／評
 宮崎夢柳
一二月二〇日（第 八 号
　
②五九一）
「客中雑感用龍湖漁長原韻三首」 （七律）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
一二月二二日（第二八三号
　
②五九九）
「胡枝花」 （七律）緒方南湫／評
 宮崎夢柳
「題桂園翁墨梅巻」 散文）松尾香艸／評
 石津灌園
『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動
九
一二月二七日（第二八七号
　
②六一六）
「今茲篤志諸士相謀、創設大阪慈恵病院、意蓋在救窮民疾苦也、会
挙其開院式、乃賦所感」 （七絶三首）松尾香艸／評
 宮崎夢柳
「寒夜江楼対客」 （ 律）／評
 宮崎夢柳
一二月二八日（第 八八号
　
②六一九）
「歳暮有感」 （七律）中江兆民／評
 松尾香艸
「十二月念四与兆民老兄話旧席上賦贈」 （七律）宮崎夢柳／評
 松尾
香艸
「客中歳晩」 （七律）／評
 松尾香艸
明治二二年（一八八八）一月三日（第二九〇号
　
③一）
「己丑元旦」 （七絶）中江兆民／評
 松尾香艸
「新年書懐」 （七律）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
「元日口占」 （七絶）首藤鶴南／評
 中江兆民
「客中除夜」 （七律）宮地木腸／評
 松尾香艸
一月九日（第二九四号
　
③二九）
「新年書感」 （七律）平戸東洲／評
 宮崎夢柳
「題画」 （五絶）／評
 山本梅崖、方継孺
一月一一日（第二九六号
　
③三七）
「蓬門」 （七律）中江兆民／評
 松尾香艸
「一月五日与江三省越四郎談時事慨然有此作」 （七律）宮崎夢柳／評
 
松尾香艸
一月一六日（第三〇〇号
　
③五三）
「除夕酔題」 七古）阪崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
「雪夜似内」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
「望禁門」 （七律）服部攀柳／評
 宮崎夢柳
一月一七日（第三〇一号
　
③五七）
「与宮崎夢柳兄」 （散文）緑天生／評
 宮崎夢柳
一月二四日（第三〇七号
　
③八一）
「寒夜枕上偶然作
　
原五」 （七律三首）由良夢香／評
 松尾香艸
「一月仲八夕新井霞涯来訪酒間得韻」 （七律）宮崎夢柳「同夕送霞涯遊西京」 七律）／評
 松尾香艸
一月二五日（第三〇八号
　
③八五）
「己丑新年省河南途上」 （七律）松尾香艸／評
 宮崎夢柳
「邂逅上田古香賦贈」 （七律）／評
 宮崎夢柳
「己丑新年有感録寄兆民夢柳二君並乞和正」 （七律）水越畊南／評
 
宮崎夢柳
二月二日（第三一四号
　
③一一七）
「雪意
　
 二首倶優遊吟社課題） 」 （七絶）松尾香艸／評
 小野湖山
「鎌足公」 （七絶）／評
 小野湖山
「病中雑感
　
原三」 （七律二首）／評
 松尾香艸
二月七日（第三一八号
　
③一三三）
「二月初訪兆民中江先輩臥病於曾根崎村荘賦呈」 （七律）松尾香艸／
評
 中江兆民、宮崎夢柳
「寄贈香艸松尾飼兄」 （七律）宮崎夢柳
 松尾香艸
二月一〇日（第三二一号
　
③一四五）
「春雪」 （七律二首）菊池三渓／評
 宮崎夢柳
「金魚説」 （散文）松尾香艸／評
 藤井霽雲
二月一九日（第三二八号
　
③一七九）
「己丑一月予臥病室至今未癒慨然有作」 五古）由良夢香／評
 松尾
香艸
「雪暁即事」 （五絶）阪崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
矢羽野　隆　男
一〇
三月三日（第三三四号
　
③二二三）
「浪華麦酒歌贈荒木奇堂」 （七古）松尾香艸／評
 菊池三渓、石津灌
園
「中洲夜帰所見」 （七絶）／評
 清客黄遵憲、藤井霽雲
三月一二日（第 四六号
　
③二五五）
「入江州」 （七律）波越春帆／評
 山本竹渓、山本梅崖、宮崎夢柳
「舟中湖波起 絶 ／評
 山本梅崖、宮崎夢柳
三月一〇日（第三四九号
　
③二七一）
「呈宮崎夢柳兄次其寄示韻」 （七絶）松尾香艸
 中江兆民、宮崎
夢柳
「炭団」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
「紙鳶」 （七絶）／評
 宮崎夢柳、中江兆民
「春夜銀水楼餞某」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
三月一六日（第三五〇号
　
③二七五）
「高知雑咏」 七絶）阪崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
「一月某日即興 律 山本弘堂
 宮崎夢柳
「春初郊行」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
三月一七日（第 五 号
　
③二七九）
「秦淮水閣園」 （七絶）平戸東洲／評
 宮崎夢柳
「江東梅荘与古沢介堂土方茶坪分墨田花屋敷五字為韻余得墨」 （七
律）宮崎夢柳／評
 波越春帆
三月二二日（第 五四号
　
③二九一）
「春初過城南」 （七律）松尾香艸／評
 中江兆民
「三月望陪岳父牧岡観 二首」 （七絶二首 ／評
 宮崎夢柳
三月二 日（第三五五号
　
③二九五）
「寄五岳上人」 （七律 首）江藤愚堂／評
 松尾香艸
「春窓雨夜次岸湘烟寄贈韻二首
　
節一」 （七絶）宮崎夢柳／評
 松尾
香艸
「春雨」 （七律）／評
 松尾香艸
三月二四日（第三五六号
　
③二九九）
「題仙台逆旅壁」 （七律）阪崎紫瀾／評
 松尾香艸
「聞東台花事盛有此作」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
三月二六日（第三五七号
　
③三〇三）
「春寒詞」 （七絶二首）松尾香艸／評
 菊池三渓、波越春帆
「又次岡田松窓韻」 （七絶 ／評
 波越春帆
「偶成」 （七絶）猪木熊山／評
 宮崎夢柳、波越春帆
三月二九日（第 六〇号
　
③三一五）
「雲来道人南遊詩題詞」 （七絶二首）阪崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
「春夜聴月琴」 （七律）岡田松窓／評
 宮崎夢柳
「春寒」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
三月三一日（第 六 号
　
③三二三）
「和某氏夜遇諾曼頓号覆没処之作」 （七絶）阪崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
「亀邱雑詠
　
原三節一」 （五絶）／評
 宮崎夢柳
「過円山」 （五絶）松田秀／評
 土屋鳳洲
四月三日（第三六四号
　
③三三一）
「奈須原上口占」 （五絶）阪崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
「仙台客舍」 （五律）／評
 宮崎夢柳
「失題」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
四月六日（第三六六号
　
③三四一）
「春柳」 （七律）波越春帆／評
 松尾香艸
「浪華口号 絶 阪崎紫瀾
 松尾香艸
「贈力士海山太郎」 七絶）／評
 松尾香艸
『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動
一一
「春夕雑吟」 （七絶）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
四月一〇日（第三六九号
　
③三五五）
「林櫟窓開優遊社詩会於江戸渠新生楼
 此日微雨席上即興」 （七古）
松尾香艸／評
 宮崎夢柳
「新燕次唐人韻」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
「遇須磨浦有懐在原中将」 七絶）城井錦原／評
 松尾香艸
四月一一日（第三七〇号
　
③三五九）
「雨中海棠」 七絶）松 竹秋／評
 松尾香艸
「客中春感録以寄呈香艸松尾先輩乞其和正」 （七律）宮崎夢柳／評
 
松尾香艸
「知恩院看花得小詩」 （七絶）／評
 松尾香艸
四月二五日（第三八二号
　
③四〇七）
「畳香艸兄韻寄懐兆民中江先生 （ 律 由良夢香
 宮崎夢柳
「呈夢柳宮崎君賽香艸兄韻」 （七律）／評
 宮崎夢柳
「春日江楼小集席上分韻得尤」 （七律）猪木熊山／評
 宮崎夢柳
四月三〇 （第三八六号
　
③四二三）
「咏青寄題西京万青楼」 （七律）土居香国／評
 松尾香艸
「鏡水偶居作」 （七律）浜口秋水／評
 松尾香艸
五月二日（第三八八号
　
③四三一）
「春暁書感」 （七律）宮地木腸／評
 波越春帆
「丁亥之歳得追放令退居横浜無聊之余偶読鎮西八郎伝有所 」 （七
古）／評
 波越春帆
五月八日（第三九三号
　
③四五三）
「巳丑春日病中作乞優遊社諸子和」 （七律）福原周峰／評
 宮崎夢柳
「次韻」 （七律）松尾香艸／評
 宮崎夢柳
「雨中新生楼小集分韻」 （七律）小野湖山／評
 宮崎夢柳
五月一四日（第三九八号
　
③四七三）
「贈夢柳君」 七絶）浜口秋水／評
 宮崎夢柳
「春燈綺話題詞 律 松原竹秋
 宮崎夢柳
五月一五日（第三九九号
　
③四七七）
「春感」 （七絶）宮地木膓／評
 宮崎夢柳
「放吟」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
「亀邱雑咏 五 阪崎紫瀾／評
 宮崎夢柳
五月一六日（第四〇〇号
　
③四八一）
「獄中雑詩
 次齋藤生韻」 （七絶二首）横山黄樹／評
 宮崎夢柳
「寄呈夢柳居士」 七律）輪良井夢桜／評
 宮崎夢柳
五月一八日（第四〇二号
　
③四八九）
「雨中到守口村途上」 （七絶）松尾香艸／評
 岡田松窓
「澱江帰途即目」 七絶）／評
 宮崎夢柳
「客至」 （七絶）／評
 宮崎夢柳
五月二二日（第四〇五号
　
③五〇三）
「暮春感懐」 七律）服部攀柳／評
 宮崎夢柳
「初夏即興」 （七律）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
「自梅田至三宮汽車中作」 （七律） （宮崎夢柳）／評
 松尾香艸
五月二三日（第四〇六号
　
③五〇七）
「春日偶題」 七絶）堀吟風／評
 伊藤聴秋
「夏景沖澹」 （七律）／評
 森槐南
五月二五日（第四〇八号
　
③五一五）
「獄中雑詩次斎藤生韻」 （七絶二首）横山黄樹／評
 宮崎夢柳
「夏日偶題」 （七律）堀吟風／評
 森春濤
五月二九 （第四一一号
　
③五二七）
「初夏過荒陵」 （七絶）松尾香艸／評
 上田寒翠
矢羽野　隆　男
一二
「五月中浣赴西京車中即目」 （七絶二首）松尾香艸／評（一）菊池三
渓
　（二）菊池三渓、石津灌園
五月三〇日（第四一二号
　
③五三一）
「入京前一夕留別諸同人」 （七律）横山黄樹／評
 松尾香艸、宮崎夢
柳
「疏艸漸成賦此以示同志」 （七律）／評
 松尾香艸、宮崎夢柳
五月三一日（第四一 号
　
③五三五）
「寄懐輪良井夢桜詞盟次其寄呈夢柳居士韻」 （七律）服部攀柳／評
 
宮崎夢柳
「馬山客舍」 （七律）上中剡渓／評
 宮崎夢柳
六月一日（第四一四号
　
③五三九）
「保安令下途将去東京上所見」 （七絶）横山黄樹／評
 松尾香艸
「就縛途上作」 七律）／評
 松尾香艸
六月二日（第四一五号
　
③五四三）
「汽車自大阪至東京」 （七絶）中江兆民／評
 松尾香艸
「答円山口占」 七絶）杉田鶉山／評
 松尾香艸
「巴里遊園」栗原東瀛／評
 松尾香艸
六月四日（第四一六号
　
③五四七）
「雨中罾洲枕水亭小集席上分韻」 （七絶）緒方南湫「同」 （七絶）林櫟窓
　　
「同」 （七絶）松尾香艸／評
 宮崎夢柳
六月五日（第四一七号
　
③五五一）
「閑居拈韻得五章倣陶体
　
録二」 （五古）小笠原香軒／評
 松尾香艸
「獄中即事」 （七絶）横山黄樹／評
 松尾香艸、宮崎夢柳
六月六日（第四一八号
　
③五五五）
「遊玉手山」 （七律）松尾香艸／評
 宮崎夢柳
「御殿場駅懐古 五絶 阪崎紫瀾
 宮崎夢柳
六月七日（第四一九号
　
③五五九）
「閑居拈韻得五章倣陶体
　
録二」 （五古）小笠原香軒／評
 松尾香艸
　
※
 原注「前号所録阪崎紫瀾御殿場駅懐古詩第三句羈迹仍烟火ハ覇迹仍烟火ノ誤植」
六月八日（第四二〇号
　
③五六三）
「巴里故宮」 （七絶）栗原東瀛／評
 松尾香艸
「諸家雑咏」 （七絶）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
「観蛍」 （七律）／評
 松尾香艸
六月九日（第四二一号
　
③五六七）
「夏初泛舟大和川遂遡到青渓」 （五律）岡田松窓／評
 宮崎夢柳
「閑居拈韻得五章倣陶体
　
四首掲前号」 （五古）小笠原香軒／評
 松
尾香艸
六月一二日（第四二三号
　
③五七五）
「保安令下去東京赴上毛途上作 絶 横山黄樹／評
 松尾香艸
「獄中雑咏」 （七絶三首）宮崎夢柳／評
 松尾香艸
六月一三日（第四二四号
　
③五七九）
「次韻岡田松窓青渓泛舟」 五律 松尾香艸
 岡田松窓、宮崎夢
柳
「又」 （五律）／評
 宮崎夢柳
六月一四日 第四二五号
　
③五八三）
「聖廟図跋」 （散文）
山本梅崖
／評
 菊池三渓、
藤沢南岳、五十川訒
堂、近藤南州
六月一五日（第四二六号
　
③五八七）
「獄中次宮本生韻却似」 （七律）横山黄樹／評
 松尾香艸
「読鵬遊紀程題其後」 （七律）宮崎夢柳
 松尾香艸
「水楼涼夜」 （七律）／評
 松尾香艸
『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動
一三
六月一六日（第四二七号
　
③五九五）
「虚礼説」 （散文）松尾香艸／評
 五十川訒堂
六月一八日（第四二八号
　
③五九七）
「夏夕同関遂軒大庭雲心飲于土佐渠新生楼
 席上分韻」 （七律二首）
宮崎夢柳／評
 松尾香艸
六月一九日（第四二九号
　
③六〇一）
「香艸松尾先生見恵其所著近世名医伝
 恭賦二絶句」 （七絶）宮崎夢
柳／評
 松尾香艸
六月二〇日（第四三〇号
　
③六〇五）
「咄嗟濠新生楼酒間
 与宮崎夢柳大庭雲心分韻同賦」 （七律二首）関
遂軒／評（一）松尾香艸
　（二）松尾香艸、宮崎夢柳
六月二一日（第四三一号
　
③六〇九）
「土佐渠新生楼小集
 与関遂軒宮崎夢柳分韻得庚」 （七律二首）大庭
雲心／評
 松尾香艸
八月四日（第四六九号
　
④一二三頁）
「哭夢柳居士宮崎富要君」 （七絶三首）雲心酔士
 大庭／評
 松尾香艸
九月四日（第四七七号
　
④一六五頁）
「松窩記」 散文）山本梅崖／評
 五十川訒堂、藤沢南岳、近藤南州
九月一〇日（第四八二号
　
④一八五頁）
「偶感
　
獄中旧製
 以下仝」 （七律）波越春帆
「謝償余債者」 （七律）
　「監舍校内闢圃
 因得数詩
 節一」 （七絶）
「読家書」 （七絶）
　　
「賦雁」 （七律）／評
 ともに山本梅崖
九月一二日（第四八四号
　
④一九三頁）
「二喬読兵書図」 （七絶）山本竹渓／評
 藤沢南岳、近藤南州
「寝屋川舟中次宋人韻」 （七絶）／評
 関楓蔭、
藤沢南岳、近藤南州、
生駒胆山
「平家蟹」 （七律）／評
 小野湖山、藤沢南岳、土屋鳳洲、近藤南州
九月一三日（第四八五号
　
④一九七頁）
「観水雷火技」 （七古）山本竹渓／評
 小野湖山
「偶興」 （五言）／評
 左氏珠山、戸谷澹斎、岡田聿山、生駒胆山、
近藤南州、日柳三舟
「田家牡丹」 （七絶）／評
 岡田聿山、戸谷澹斎、近藤南州、生駒胆
山
九月一五日（第四八七号
　
④二〇五頁）
「榛洋漁唱序」 （散文）梅崖
 山本憲／評
 天放道人
「九月九日（原注：陰暦八月十五夜）同雲濤兄、賞月須磨浦、得数
首」 （七絶二首、七律一首）在神戸
 剛腸
 野上隆三／評
 雲濤
九月二一日（第四九二号
　
④二二五頁）
「胡枝花」 （七律）山本竹渓／評
 藤沢南岳、戸谷澹斎、関楓陰、近
藤南州
「稚竹」 （七律）／評
 関楓陰、近藤南州、戸谷澹斎
「山寺秋晴
 近藤南州、
藤沢南岳、戸谷澹斎、岡田聿
山
「秋山問奇」 （五律）／評
 小野湖山、小原竹香、関楓陰
「江山晩眺」 （七律）／評
 近藤南州、藤沢南岳、小原竹香
一〇月一〇日（第五〇七号
　
④二八六頁）
「白蓮花
　
分韻同楓陰竹渓二翁賦」 （七律）近藤南州／評者：岡田聿
山、日柳三舟、山本梅崖
「遊母恩寺」 （七絶）岡田聿 ／評者：生駒胆山、山本梅崖「暮過山村」 （七絶） （ 山）／評者：関楓陰「題前赤壁図」 （七絶）土佐
　
嚢錐
　
武夫／評者：山田桃華
「神戸雑唫」 （七絶） （嚢錐
　
武夫）／評者：山本竹渓
矢羽野　隆　男
一四
一〇月一一日（第五〇八号
　
④二九〇頁）
「犬説」 （散文）山本梅崖／評
 関楓陰、近藤南州、藤沢南岳
「蛤説」 （散文）／評
 藤沢南岳、関楓陰、近藤南州
一〇月二三日 第五一七号
　
④三二五）
「秋日書事」 （七律二首）香艸
 松尾耕／評
 小野湖山
「偶感
　
時十月上浣」 （七律）／評
 小野湖山
「哭宮崎夢柳」 （七律）晴瀾
 宮崎宣政／評
 森大来、志賀重昂
一一月一七日（第五二 号
　
④三四三）
「増本山亭八勝」 （ 絶八首）藤沢南岳「金剛遇雨」 「台塚暮鐘 葛城残雪」 「孖峰新月」 「石灘水声」「瀧畠暁烟」 「橘野菜花」 「尾巒返照」／評 ）近藤南洲
ママ
　（二）左氏珠山
　（三）南洲
　（四）南州
　（五）珠山
　（六）珠山
　（八）
　
南洲、山本梅崖
「聴秋仙館寄題」 （七律）晴瀾
 宮崎宣政／評
 森大来、志賀重昂
「神戸偶吟」 （七絶）／評
 志賀重昂
一二月一〇日（第五三九号
　
④四一九）
「読燕山外史」 七律四首）桃花
 小影／評
 芙蓉
 城長
「不倒翁」 （七律）近藤南州／評
 関楓陰、山本竹渓、岡田聿山、章
伯和
「石橋」 （七律）／評
 楓陰、竹渓、藤沢南岳、聿山、戸谷澹斎
一二月一二日 第五四一号
　
④四二七）
「端居遣興
 次星巌翁韻」 （七律二首）近藤南州／評（一）左氏珠山、
岡田聿山
　（二）珠山、聿山、関楓陰、山本竹渓
「掃塵行」 （雑言）／評
 聿山、竹渓、楓陰、藤沢南岳、家仲兄
一二月一四日（第五四三号
　
④四三五）
「帰京途上寄某子」 （七絶）阪崎紫瀾／評
 近藤南州
「無機」 （七律）反目子／評
 南州
一二月二一日 第五四九号
　
④四五九）
「詠史」 （七絶）阪崎紫瀾／評
 近藤南州
「東京客舍懐不忘山」 （七絶）
 南州、中江兆民
「白石駅有感姉妹復讐事 ／評
 南州、兆民
「松嶋瑞巌寺観伊達政宗擐甲遺像」 （七絶）
 南州、兆民、梅崖
一二月二二日（第五五〇号
　
④四六三）
「雑詩四首」 （五絶）反目子／評
 近藤南州
「漫成」 （七絶）松田秀／評
 藤沢南岳、山本梅崖
「賽靖国神社」 （七絶）／評
 南岳、梅崖
一二月二四日（第五五一号
　
④四六七）
「雨中遊高雄観楓」 （七律、七絶、五絶、七古 首）近藤南州／評（一）左氏珠山
　（二）珠山、山本竹渓
　（三）藤沢南岳、関楓陰、
岡田聿山、珠山
　（四）楓陰、珠山、竹渓
　（五）南岳、珠山、聿
山／総評
 珠山、苔園
一二月二六日（第五五三号
　
④四七五）
「栂尾三首」 （七絶三首）近藤南州／評 一）南岳、聿山
　（二）南
岳、苔園
　（三）楓陰、竹渓、珠山
「歳晩雑詩
 次清人姜宸熙之韻」 （七律二首）／評（一）
南岳
　（二）
聿山、楓陰、竹渓
明治二三年（一八九〇）一月三日（第五五七号
　
④四九一）
「太平歌
　
狂体」 （七古）左文／評
 酔花、戯柳
一月五日（第五五八
　
④四九七頁）
「庚寅一月一日試筆」 （七律）山本竹渓／評
 近藤南州、石橋雲来、
左氏珠山、岡田聿山
『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動
一五
「庚寅元旦
 奉和家君韻」 （七律）
山本梅崖／評
 左氏珠山、岡田聿山、
石橋雲来
「新正途上遇雨」 （七律）藤沢南岳／評
 山本梅崖
「一月一日作」 （五律）近藤石顚／評
 山本竹渓、山本梅崖
一月七日（第五五九号
　
④五〇一頁）
「寒夜文醼
　
一月初三、泊園書院雅集。集者十有六名。此夕寒気頗
緊、杯酒有権、乃分淵明飲酒二十篇詩韻、各言其志。 」　（一） （五律）岡田聿山／評
 藤沢南岳
　（二） 「仝」 （五絶二首）西村酔処／評
 珠山
　（三） 同前）／評
 南岳
　（四） 「仝」 （七絶）山本竹渓／評
 南岳
　（五） 「仝」 七絶 横関天籟／評
 秋荘（未完）
一月八日（第五六〇号
　
④五〇五頁）
「新年書喜」 （七律）関楓陰／評
 岡田聿山、山本竹渓、山本梅崖
「歳暮雑興
 次清人韻
 同
逍遥
遊ママ
社
友」 （七律）左氏珠山／評
 戸谷澹
斎、岡田聿山、近藤南州、関楓陰
「中興楽
　
城居新年」 （雑言）同／評
 聿山、梅崖
「新年志喜」 （七絶）岡田聿山／評
 楓陰、南州、梅崖
「春寒独酌」 （七絶）同／評
 竹渓
「歳暮書懐」 （七絶）橋本復堂／評
 梅崖
一月九日（第五六一号
　
④五〇九頁）
「寒夜文醼
　
泊園書院雅集
　
承前号。 」
　（六） （五古）近藤南州／評
 珠山、南岳
　（七） 「同」 （七絶）藤沢西坡／評
 南州（未完）
一月一〇日（第五六二号
　
④五一三頁）
「寒夜文醼
　
泊園書院雅集、承前号」
　（八） （七律）左氏珠山／評
 南州、南岳
　（九） 「同」 （五絶）田部苔園／評
 南岳
　（十） 「同
　
次淵明韻」 （五律）山本梅崖／評
 珠山
　（十一） 「同」 （七律）藤沢南岳／評
 南州、苔園（未完）
一月一一日（第五六三号
　
④五一七頁）
「暮過山村」 七絶）岡田聿山／評
 楓陰
「霜月早行」 （七絶）同／評
 南州、澹斎
「庚寅新年」 （五古）江藤愚堂／評
 社評
「新年口号」 （七律）小野南江／評
 社評
「失題
 三首」 （七律三首）黄木山樵／評
 社評
一月一二日（第五六四号
　
④五二一頁）
「小楠公」 （七古）山本竹渓／評
 関楓陰、近藤南州、
藤沢南岳
／総
評
 小野湖山、近藤南州、小原竹香、関楓陰
一月一四日（第五六五号
　
④五二五頁）
「夢登富嶽」 七古）近藤南州／評
 山本竹渓、珠山、岡田聿山
「連陰欲雪
　
一月四日、猶興書院雅集。席上探題。次高青邱早春書
懷韻。 」 （七律）山本梅崖／評
 波越春帆
一月一五日（第五六六号
　
④五二九頁）
「冬日雑興」 七絶）左氏珠山／評
 南州
「雪中梅信」 （七絶）同／評
 南州
「某夜有賊、尽掠家財而去。妻見其余一衣而已。独不堪抱腹。賦絶
以自慰。 」 （七絶）倉川鉄洲／評
 南州
「歳暮書感」内村青山／評
 南岳、梅崖、社評
「失題
　
三首」 （七律三首）黄樹山樵／評（一）槐南、社評
　（二）
香草、社評
　（三）香草、社評
一月一六日（第五六七号
　
④五三三頁）
矢羽野　隆　男
一六
「連陰欲雪
　
猶興書院雅集
承前。 」 （七律）
藤沢南岳
／評
 田部苔園、
左氏珠山、近藤南州
「同」 （七律）山本竹渓／評
 近藤南州
「同」 （七律）田部苔園／評
 近藤南州（未完）
一月一八日 第五六九号
　
④五四一頁）
「連陰欲雪
　
猶興書院雅集承前。 」 （七律）山田松堂／評
 南州
「同」 （七律）楮木熊山／評
 南州
「同」 （七律）左氏珠山／評
 楓陰、南州（未完）
一月一九日 第五 〇号
　
④五四五頁）
「連陰欲雪
　
猶興書院雅集承前」 （七律）近藤南州／評
 珠山、楓陰、
苔園
「同」 （七律）同／評
 南岳、楓陰、珠山、訒堂（完）
一月二一日 第五七 号
　
④五四九頁）
「五日寄近藤南州
　
猶興書院雅集
補遺」 （七律）五十川訒堂／評
 南
州
　
※
 詩序「昨午前、南州来訪病曰、将卜今夕為小集、想得群既夜、牀上徒想像其清宴爾。故及。賢陶謝倫。 」
「再寄南州」 （七律）／評
 南州
　
※
 詩序「前詩方成、偶山本梅崖来訪病。且説前夕雅宴之状況。乃次席上所課之 韻、以寓欣灔之意、併乞郢政。 」
「一月四日、府下諸文壇、会猶興書院、以連陰欲雪為題、而用高李
廸詩韻。各有七言四韻之作。予亦傚顰、以呈近藤南州先生梧右。乞政。 」 （七律）山
マ
下竹渓／評
 南州
一月二二日（第五七二号
　
④五五三頁）
「平安山河行
 観細川澄元甲冑図像而作」 （七古）森槐南／評
 晴瀾、
南州
一月二三日（第五七三号
　
④五五七頁）
「栖鶴園上得鶴字」 （五古）岡田松窓／評
 南州
「同二弟（原注
 隆雄）探韻言懐得苑」 （五古）同人／評
 南州
「冬日偶成」 （五律）松沢春眠／評
 梅崖
一月二四 （第五七四号
　
④五六一頁）
「大塔宮
 鉄槍青山先生韻」 （七絶）左氏珠山／評
 鉄槍、南州
「竹」 （七絶）同人／評
 布岳、南岳
「春日江村」 （七絶）岡田聿山／評
 珠山、南州
「山居次韻」 （七絶）倉川鉄洲／評
 南州、雲外
一月二五日（第五七五号
　
④五六五頁）
「九十九里歌」 （七古）東京
 佐藤六石／評
 晴瀾、南州
一月二八日（第五七七号
　
④五七三頁）
「謁小楠公墳」 （七古）近藤南州／評
 三渓、珠山、楓陰、竹渓／総
評
 菊池三渓、小野湖山、小原竹香、左氏珠山、
藤沢南岳、田部苔
園、山本竹渓
一月二九日（第五七六号
　
④五七八頁）
「寒夜文醼
　
泊園書院雅集承前」
（十二） （七絶）林櫟窓／評
 南岳
（十三） 「同
 得皓韻」 （五律）稲垣秋荘／評
 珠山、南州
（十四） 「同」 和田小耕／評
 南岳（完）
「適有友人来、偶然小酌
 得魚韻」 （七絶）左氏珠山／評
 南州、竹渓
「早梅」 （七絶）倉川鉄洲／評
 南州
一月三〇日（第五七九号
　
④五八二頁）
「春寒」 （七絶）石橋雲来／評
 三渓、梅崖
「四時田園雑興。傚范 湖四首一」 （七絶）同人／評
 湖山、梅崖
「春和山本梅崖先生元旦詩韻」 （七律）灘尾可峯／評
 梅崖
『東雲新聞』にみる在野儒学者の活動
一七
二月七日（第五八五号
　
④五八八頁）
●虎亭小集（承前）「一月十三夜、
東雲新聞社諸兄招飲、同諸友賦分韻得真」 （七律）近
藤南州／評
 楓陰、竹渓、珠山、聿山、南岳、梅崖、香草
二月一一日（第五八八号
　
④五九六頁）
●虎亭小集（承前）「一月十三夜、虎亭小集、分韻得文」 （七律）波越春帆／評
 竹渓、
南岳、雲来、南州、梅崖
「一月十三夜、我社主寺田寛、招飲都下諸名士、席上分韻賦詩。余
亦得一絶。乞正。 」 （七絶）野崎左文／評者：楓陰、珠山、
南岳、
雲来、南州、梅崖、香草
二月二一日（第五九六号
　
④六一九頁）
「虎亭小集詩跋」 （散文）山本梅崖／評
 訒堂、南岳（虎亭小集完）
二月二二日（第五九七号
　
④六二三頁）
「自転車行」 七古）藤沢南岳／評
 如意、苔園、南州、梅崖
二月二五日（第五九九号
　
④六二七頁）
「大阪南岳藤沢翁、会都下諸名流於泊園書院、以張文醼。近藤南州
先生賦長句紀其雅興、余読之不堪羨望。輙歩其間以贈翁。且乞教正。 」 （五古）播磨
 黒田正／評
 南岳、南州
二月二六日（第六〇〇号
　
④六三一頁）
「失題」 （七律） 庭雲心／評
 竹渓、香草、南州
「兆民先生 宮崎晴瀾
 南州、香草
「秋夜過栗殻嶺」江藤愚堂／評
 三昧、香草、南州
三月一日（第六〇三号
　
④六三五頁）
「王洋道人画山水歌」 （七排）岡田松窓／評
 南岳、南州、
梅崖、香
草
「憶人」 （七絶）／評
 南州
三月九日（第六一〇号
　
④六五一頁）
「題呉王夜宴図」 （七排）山本竹渓／評
 湖山、南岳、鳳洲
「春窓対山」 （七絶）同人／評
 三渓
三月一一日（第六一一号
　
④六五五頁）
「月瀬観梅
　
有引略之」 （七律）関楓陰／評
 南州、胆山
「又二首」 （七絶二首）同人／評 一）南州、聿山
　（二）南岳、南
州、胆山、珠山
三月一二日（第六一二号
　
④六五九頁）
「遊月瀬
 十首録三」 （七絶）宮野栗里／評
 南州
「十津川僑居偶吟」 （穂谷梅痩）／評
 南州
三月一四日（第六一四号
　
④六六三頁）
「清客黄君吟梅、以贈伯敬兄詩見示、即攀其韻以呈併乞政。 」 （七律）
近藤南崧／評
 弟元粋拝識
　
※「元粋」は近藤南州の名
「原詩」 （七律）黄吟梅／評
 近藤南州
「雨日訪黄君吟梅之寓
 席上賦呈」 （七絶）南崧／評
 弟元粋拝批
「和詩」 （七絶）吟梅／評
 南州
「歩吟梅見寄瑶韻更博一粲」 （五律）南崧／評
 元粋拝批
「原詩」 （五律）吟梅／評
 南州
三月一六日（第六一六号
　
④六六七頁）
「古禅茶室記」 （散文）岡田松窓／評
 訒堂、
藤沢南岳、松尾香草、
梅崖
三月二〇日（第六一九号
　
④六七五頁）
「三月三日、与波越春帆、遊北野三木亭。次唐李中詩韻」 五律）
山
本梅崖／評
 春帆
「同題」 （五律）波越春帆／評
 南岳、南州、梅崖
矢羽野　隆　男
一八
「三月九日、遊城南紅葉庵。与諸同人賦。用唐人韻。 」 （五律）／評
 
南岳、南州
「雲来杠君、遊東京 有詩次其韻、送別。 」 （七律） （波越春帆）評
 
南岳、南州
三月三〇日（第六二七号
　
④六八七頁）
「郊居雑誌
 分高青邱詩韻得其第十三」 （五律）左氏珠山／評
 梅崖、
南州、澹齋、南岳
「遊妙徳寺同逍遥遊
ママ
社友賦得先韻」 （七律）／評
 竹渓、秋水、南州、
聿山、梅崖
一〇月八日（第七八九号
　
④六九九頁）
「夏祭行」 （七古）近藤南州／評
 藤沢南岳、山本竹渓、岡田聿山、
高木秋水
〔付記〕本稿は平成三十年度
 日本学術振興会
 科学研究費補助金（基盤研究
（Ｂ） ） 「泊園書院を中心とする日本漢学の研究とアーカイブ構築」 （代表
 
吾妻重二、課題番号
（8H
00（（（ ）による研究成果の一部である。
注（
（） 『東雲新聞』の記述は、 『復刻
 東雲新聞』別冊（部落解放研究所、一
九七七年）所収の後藤孝夫「東雲新聞略史」参照。なお、以下の自由民権運動の展開については、安在邦夫『自由民権運動史への招待』 （吉田書店、二〇一二年）参照。
（
（） 『日本立憲政党新聞』については、岡満男「日本立憲政党新聞の三年七カ月―関西随一と評された政論新聞の生涯―」 （ 『評論・社会科学』第九号、同志社大学人文学会、一九七五年）参照。
（
（） 
大阪苦楽府、月曜会については、原田敬一「第一回総選挙後の政治
情勢―月曜会と大阪苦楽府を中心に―」 （ 『鷹陵史学』第二十四号、一
九九八年）参照。
（
（） 
大成会については、矢羽野隆男「大成会の釈奠―藤澤南岳と山本梅
崖と―」 （ 『泊園書院と漢学・大阪・近代日本の水脈』関西大学東西学術研究所研究叢刊
 五十六、二〇一七年）参照。
（
（） 
西田孝司「逍遥游社における藤澤南岳・黄鵠・黄坡」 （ 『泊園』第四
十七号、二〇〇八年）参照。
（
（） 
みな前掲注
（西田論文所載の「逍遥游社姓名簿」に見える。
